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=■
     私が学校を教え始めて,6カ月くらい経っ

■‐    たある日,一男子生徒が「 これは化石ですか,

■
.     そうじゃないです力Jと言らて,化石らしき

'     
ものを持ってき、た。それは砂岩中ζおそら1く

■1    地層面 )に蝶の羽根のような。花びらのよう :

|■     な痕跡か保存きれてスた。ためつすがめつな
|||二:  がめてみたものの..はぬきりと化石だと断定
|●     はできなかった。そこで長崎大学地学教室の

|:「    鎌田助教授に鑑定 していただいたところ ,

11    「テゾノィ千ゾルという動物9化石のようだな3´
■ |   たいヽ ん珍らしいよJと 言われ。さoそ く動
1■‐‐1   物図鑑を調がてみた。・

||●    テゾノィ千ゾルというの鐘隊皮動物門「 蛇尋´
|■ | :   綱,1枝腕目に属するもので, 5～ 10mく ら

,|||■
 ‐ ~いの5角形をした“盤 か`ら20～う5働 く
111 ‐ らいのつるのような管足を出しているふ比較

:■|:゛   的た浅い海に生棲しているo海岸を歩いてい

|1  3il職輩軍二潮「鯨』「lif
ll■    海1朝鮮海峡,日本海.オ ホニッタ海,か ら   化右標李は保存力)あまりよくな

いので,黎   ‐ |11姜

‐ 基じ 量
|■ |´1    年の夏:岩石に興味を持ちネ市内大久保小学  子恭認められるので,比較的小型の種類に属
|■
‐    校裏手の出中で二道路工事現場の割石から偶  する。現在までに,こ の種の化石は我が国で
■■ ‐   然見つけました」ということである。発見現  報告さオしたことがないと思う。標本は本校の

i●     場は,弓張岳登LEバ ス道路の中腹より出中に  地学教室に保存じている。最後にこの珍 しい

約200mく らい入り込んだところで,約 2・ 化石の所属を明らかにする糸口をつけて下さ    ||■

:    凛幅の道路の4ヒ側の露頭附近である。石EI君   れた。長崎大学鎌田泰彦助教授に感謝する3   
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